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高血圧　
　高齢者がデイサービスで入浴前に血圧を測りますが、130以上あると風呂に入れて貰えないので血圧の薬をくださいと来院されます・・・。
高血圧の見直しは、すでに１７年も前に健康診断から、最高血圧147ｍｍHg内を基準値としています（人間ドック学会2004）。その頃、米国でも６０歳以上では上が１５０以上で高血圧症と決められるなど「年齢+９０」の基準に戻っています。
さらに、脳梗塞の初期治療では「ｔ-PA（組織‐プラスミノーゲン活性化因子）」が使用され始めました。これは、詰まった血栓を溶かす働きがありますが、４時間半以内の投与が必要です。一番の副作用は、血管が破れて、出血のリスクです。そこで、米国の「ｔ－PA」を使う救急医療ガイドラインでは、血圧が185までは血管が破れないとして認めています。

　日本の高血圧学会は年齢に関係なく、「130」を超えたら異常とした基準です。しかも、今日の脳卒中発生は、血管が詰まる脳梗塞が79％を占めています。
睡眠中に血圧が低下して朝起きがけや、入浴中に血圧が低下して発症しているのです。
日本では７０歳以上の半数以上が降圧剤を服用して居て、世界の降圧剤の半分以上が日本で消費されているのです。他の先進国における降圧剤の使い方は日本の10分の1に過ぎません。
これが役に立っているならまだしも、むしろ害になって居るとしたらみじめです。

２００７年の福島県郡山市の男性１万４千人、女性２万６千人を、平均５・6年追跡したデーターがあります（大櫛ら）。その結果、１８０/１１０以上の人が降圧剤を下げたグループは、飲まない人と比べて、死亡率が５倍も高まるという驚くべき全く真逆の結果です。しかも、160/100未満に下げると、何も薬を飲まない人に比べて死のリスクが１０倍も跳ね上がったということです。
最高血圧が１８０というレベルでも、降圧剤を飲まない方が長生きであり、安易に薬に頼ってしまうと死のリスクが高まるという結果です。

血圧を急に下げると、脳に血液が行かなくなりフラフラします。そして、道路で転倒したり、階段から転がり落ちたり、自動車の運転中に急に視野が狭くなりセンターラインを越えたりします。脳や目に十分血液がいかなくなるためです。　
ただ、原因がある高血圧症「原発性アルドステロン症」は副腎皮質の腫瘍ですが、４０歳以下の若年者の高血圧症や脳卒中、低カリウム血症の症状が見られたら疑う必要がありますので精査が必要です。糖尿病や腎疾患などでも高血圧が出現しますので鑑別は必要となります。

参考；大櫛陽一「「血圧147」では薬を飲むな」　小学館、2014
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